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要 旨  

【 目 的 】研 究 目 的 は 、都 市 郊 外 に 居 住 す る 高 齢 者 を 対

象 と し て 、性 別 、前 期 ・ 後 期 高 齢 者 群 別 に み た 就 労 状

態 と 3 年 後 の 生 命 予 後 と の 関 連 要 因 を 明 ら か に す る

こ と で あ る 。  

【 方 法 】調 査 対 象 と 調 査 方 法 は 、都 市 郊 外 に 居 住 す る

高 齢 者 に 対 す る 郵 送 自 記 式 質 問 紙 調 査 で あ る 。初 回 調

査 は 、 2 0 0 1 年 9 月 に 東 京 都 郊 外 Ａ 市 に 居 住 す る 6 5

歳 以 上 の 全 在 宅 高 齢 者 1 6 , 4 6 2 人 か ら 有 効 回 答 を 得 ら

れ た 1 3 , 1 9 5 人 （ 回 収 率 8 0 . 2 ％ ） を デ ー タ ベ ー ス と し

た 。 3 年 後 の 2 0 0 4 年 9 月 に 同 様 な 質 問 項 目 に よ る 追

跡 調 査 を 実 施 し 、2 0 0 1 年 時 点 で 男 女 6 5 - 8 4 歳 の 7 , 6 4 6

人 を 分 析 対 象 と し た 。 2 0 0 1 年 の ベ ー ス ラ イ ン 調 査 で

要 介 護 認 定 者 は 分 析 か ら 除 い た 。 生 存 は 2 0 0 4 年 か ら

2 0 0 7 年 ま で の 3 年 間 の 生 存 状 況 を 追 跡 調 査 し た 。 分

析 ソ フ ト は S P S S 2 1 . 0 J  f o r  W i n d o w s を 用 い た 。  

【 結 果 】要 介 護 状 態 に な い 都 市 郊 外 高 齢 者 に お け る 累

積 生 存 率 は 、男 女 と も 、就 労 高 齢 者 に 比 べ 無 就 労 高 齢

者 が 統 計 上 有 意 に ( P < 0 . 0 5 ) 低 下 す る こ と が 示 さ れ た 。

生 存 日 数 に 対 す る C o x 比 例 ハ ザ ー ド モ デ ル を 用 い た

分 析 結 果 で は 、死 亡 ハ ザ ー ド 比 は 、前 期 男 性 高 齢 者 で

は 無 就 労 群 に 対 し て 就 労 群 で は ( O R , 0 . 5 6 ) と 統 計 上 有

意 に 低 い こ と が 示 さ れ た 。前 期 高 齢 者 で は 、要 介 護 状

況 に あ る 高 齢 者 の 死 亡 ハ ザ ー ド 比 が 男 性 ( O R , 4 . 3 7 ) 、

女 性 ( O R , 5 . 6 0 ) と 介 護 な し の 群 と 比 べ て 有 意 に 高 か っ

た 。  

【 結 論 】 都 市 部 高 齢 者 の 3 年 後 の 累 積 生 存 率 で は 無

就 労 群 に 有 意 に 低 下 し 、性 別 に み た 死 亡 ハ ザ ー ド 比 で

は 就 労 と 要 介 護 に 強 く 関 連 し て い た 。今 後 外 的 妥 当 性

を 高 め る こ と が 研 究 課 題 で あ る 。  
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Ⅰ ． 緒 言   

急 激 な 高 齢 社 会 を 迎 え て い る わ が 国 で は 、健 康 政 策

に お い て 健 康 寿 命 の 延 伸 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る 。

高 齢 化 率 は 2 0 3 0 年 に は 約 3 0 ％ に 達 す る こ と が 見 込

ま れ て お り 、特 に 都 市 部 で 急 速 に 進 展 す る と さ れ て お

り 、 2 0 0 5 年 か ら 2 0 2 5 年 ま で の 2 0 年 間 に お け る 高 齢

者 の 増 加 数 の 約 6 0 ％ が 東 京 都 、 神 奈 川 県 、 大 阪 府 な

ど の 大 都 市 で 占 め る よ う に な る と 予 測 さ れ て い る １ )。

こ れ ま で 、高 齢 者 の 生 存 予 後 に 関 す る 予 測 妥 当 性 を 検

証 し た 研 究 は 、M o s s e y ら 2 - 8 )に よ っ て 、生 活 能 力 が 低

く な る と 死 亡 率 が 有 意 に 高 い こ と が 報 告 さ れ て お り 、

K a p l a n  9 )  藤 田 ら 1 0）に よ っ て 主 観 的 健 康 感 が 低 い 群 が

統 計 上 有 意 に 累 積 生 存 率 が 低 下 し 、健 康 概 念 で 示 さ れ

た 身 体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 健 康 の 3 要 因 の 関 連 性 が

将 来 の 生 命 予 後 を 規 定 す る 妥 当 性 の 高 い 指 標 で あ る

こ と が 明 確 に な っ て き て い る 。 武 田 1 1 )は 、 要 介 護 度

の 経 年 変 化 か ら 女 性 が 男 性 よ り 6 5 歳 で 3 . 7 年 、7 5 歳

で 2 . 3 年 長 い が 、 要 介 護 期 間 も 女 性 が 男 性 よ り 6 5 歳

と 7 5 歳 で 3 . 2 年 長 く 、 女 性 の 介 護 予 防 が 緊 急 の 課 題

で あ る と 述 べ て い る 。 ま た 長 田 ら 1 2 )も 生 存 率 曲 線 は

要 介 護 度 が 重 度 な 場 合 ほ ど 下 降 す る 指 数 曲 線 状 の 形

態 と な り 、5 年 後 に 最 大 の 差 が 認 め ら れ た と 報 告 し て

い る 。 井 上 1 3 )は 要 介 護 度 別 に 3 年 後 累 積 生 存 率 を 分

析 し 要 介 護 度 レ ベ ル が 高 く な る に つ れ て 累 積 生 存 率

が よ り 低 下 す る 傾 向 を 示 し 、要 介 護 度 レ ベ ル が そ の 後

の 生 存 予 測 の 妥 当 性 の 高 い 指 標 で あ る 可 能 性 を 報 告

し て い る 。  

 高 齢 者 の 医 療 費 抑 制 に つ い て は 、医 療 費 適 正 化 計 画

や 健 康 増 進 計 画 に お け る 健 康 日 本 2 1（ 第 二 次 ）、 介 護

保 険 法 に よ る 介 護 予 防 対 策 な ど 介 護 状 況 に な ら な い
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こ と が 本 人 の Q O L ( Q u a l i t y  o f  L i f e ) だ け で な く 、家 族

の 介 護 負 担 の 軽 減 に と っ て も 重 要 で あ る 。今 後 増 大 す

る 超 高 齢 社 会 の 健 康 支 援 に お い て は 、可 能 な 限 り 地 域

で 自 立 し た 生 活 が 継 続 で き 、元 気 高 齢 者 が 今 ま で の 経

験 を 生 か し た 生 活 を 維 持 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。    

 わ が 国 の 高 齢 者 就 労 率 は 欧 米 諸 国 と 比 較 し て 高 く

就 労 意 欲 も 高 く 、社 会 活 動 の 活 発 な グ ル ー プ は 生 存 率

が 高 い と い っ た 報 告 も あ る 1 4）。  

 総 務 省 「 労 働 力 調 査 」 で は 、 都 道 府 県 別 6 5 歳 以 上

の 要 介 護 認 定 者 数 比 率 と 6 5 歳 以 上 の 労 働 力 率 に は 逆

相 関 の 関 係 が み ら れ 、働 く 意 欲 と 能 力 の あ る 高 齢 者 が

増 え る こ と は 、健 康 で あ る 高 齢 者 が 増 え る 可 能 性 が 高

い こ と が 報 告 1 5） さ れ て い る 。  

高 齢 者 に お け る 学 歴 と そ の 後 の 生 存 に 関 し て

W i l k i n s o n ら 6 - 1 8 ）に よ っ て 明 ら か に さ れ て お り 、森 本

ら 1 9） は 、 経 済 状 態 が 生 活 満 足 度 に 強 い 相 関 を 示 し 、

特 に 男 性 で そ の 影 響 が 著 し い こ と を 報 告 し て い る 。  

高 齢 者 の 就 労 が そ の 後 の 生 存 に つ い て L a r s o n 2 0 )は 、

経 済 的 豊 か さ が 生 活 満 足 度 に 関 連 す る こ と が 予 測 さ

れ る と 述 べ て い る 。 和 田 ら 2 1） は 、 高 齢 者 の 就 労 率 の

延 び が 寿 命 に 影 響 が あ る こ と を 示 し て い る 。  

 こ れ ま で の 先 行 研 究 に お い て 、収 入 の あ る 就 労 状 態

別 に み た 高 齢 者 の 累 積 生 存 率 の 関 連 を 分 析 し た 研 究

で は 、 高 ら 2 2 )に よ る 前 期 高 齢 者 を 対 象 に し た 研 究 が

み ら れ る が 、6 5 歳 か ら 8 4 歳 ま で の 要 介 護 状 態 を 除 い

た 対 象 に 生 命 予 後 と の 関 連 を 男 女 別 に 明 ら か に し た

実 証 追 跡 研 究 は み あ た ら な い 。  

性 別 、前 期 ・ 後 期 高 齢 者 別 み た 就 労 と 累 積 生 存 率 と

の 関 連 を 明 ら か に す る こ と は 、高 齢 者 の 性 別 、年 齢 特

性 に 応 じ た 介 護 予 防 支 援 に 生 か さ れ る こ と が 期 待 さ
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れ る 。そ こ で 、本 研 究 の 目 的 は 特 定 の 自 治 体 に お け る

6 5 歳 か ら 8 4 歳 の 高 齢 者 を 対 象 に 、就 労 と 累 積 生 存 率

へ の 規 定 要 因 の 違 い を 明 確 に し 、同 時 に 性 別 、 前 期 ・

後 期 高 齢 者 別 に み た 生 存 に 寄 与 す る 就 労 の 意 義 を 明

ら か に す る こ と で あ る 。  

 

 

Ⅱ ． 研 究 対 象 と 研 究 方 法  

2 - 1 ． 研 究 対 象   

 初 回 調 査 は 、 2 0 0 1 年 9 月 に 東 京 都 郊 外 Ａ 市 に 居 住

す る 6 5 歳 以 上 の 在 宅 高 齢 者 1 6 , 4 6 2 人 全 員 に 対 し て

郵 送 自 記 式 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。本 人 に よ る ア ン ケ

ー ト 記 載 が 困 難 な 場 合 は 、家 族 及 び 知 人 に よ る 代 理 回

答 を 依 頼 し た 。 回 答 が 得 ら れ た 1 3 , 1 9 5 人 ( 回 収 率

8 0 . 2 ％ ) を 基 礎 デ ー タ ベ ー ス と し 、 3 年 後 に 同 様 な 質

問 紙 調 査 に よ っ て 同 一 人 を 追 跡 調 査 し デ ー タ を リ ン

ク し た 。両 方 に 調 査 で き た 8 , 5 6 0 人 の う ち 初 回 調 査 か

ら 3 年 間 に 市 外 に 転 居 し た 2 7 5 人 、 2 0 0 1 年 時 点 で 要

介 護 認 定 者 3 6 5 人 と 8 5 歳 以 上 の 2 7 4 人 を 除 き 、7 , 6 4 6

人 を 解 析 し た ( 表 １ ) 。  

生 存 状 況 は 、2 0 0 7 年 8 月 3 1 日 ま で に 死 亡 し た 3 8 9

人 の 生 存 日 数 を 算 出 し 、そ れ 以 外 の 1 , 0 6 5 日 生 存 を 確

認 し た 。 要 介 護 状 況 は 、 2 0 0 4 年 9 月 1 日 時 点 で の 介

護 保 険 制 度 に よ る 要 介 護 度 ( 以 下 「 要 介 護 度 」 ) を 用 い

た 。 分 析 に は S P S S 2 1 . 0  f o r  W i n d o w s を 用 い 、 関 連 性

は ケ ン ダ ー ル τ 検 定 、 K a p l a n - M e i e r に よ る 累 積 生 存

率 は B r e s l o w 検 定 を 用 い 、 有 意 差 検 定 は 5 % 以 下 を 有

意 と 判 定 し た 。  
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2 - 2 ． 調 査 項 目   

 本 研 究 の 調 査 項 目 は 、 年 齢 、 健 康 3 要 因 で あ る 身

体 ・ 精 神 ・ 社 会 的 要 因 と 等 価 収 入 額 、 経 済 満 足 度 、 学

歴 で あ る 。 就 労 状 態 に つ い て は 、「 現 在 収 入 が あ る お

仕 事 を し て い ま す か 」と 質 問 し 、は い と 回 答 し た 者 を

「 就 労 群 」、 い い え と 回 答 し た 者 を 「 無 就 労 群 」 と 再

分 類 し た 。健 康 の 身 体 的 要 因 は 、基 本 的 日 常 生 活 動 作

能 力 ( B a s i c  A c t i v i t i e s  o f  D a i l y  L i v i n g ： B A D L ) と 手

段 的 日 常 生 活 活 動 能 力 : ( I n s t r u m e n t a l  A c t i v i t i e s  o f  

D a i l y  L i v i n g ： I A D L ) の 両 指 標 と と も に 治 療 中 の 疾 病

数 を 用 い た 。 B A D L の 設 問 は K a t z ら 2 3 ） が 開 発 し た

指 標 を 参 考 に 「 ト イ レ に 行 け る （「 」 は 選 択 肢 と 設 問

を 示 す ）」、「 お 風 呂 に 入 れ る 」、「 外 出 時 に 歩 行 で き る 」

と し た 。 そ れ ぞ れ の 項 目 に「 で き る ＝ １ 」、「 で き な い

＝ 0 」 の 選 択 肢 を ス コ ア 化 し て B A D L 得 点 を 算 出 し 最

大 3 点 ～ 最 少 0 点 と し た 。 I A D L の 設 問 は K o y a n o ら

2 4 )が 開 発 し た 老 研 式 生 活 活 動 指 標 を 参 考 に 、「 日 用 品

の 買 い 物 」、「 食 事 の 用 意 」、「 預 貯 金 の 出 し 入 れ 」、「 年

金 や 保 険 の 書 類 の 作 成 」、「 新 聞 や 書 物 を 読 め る 」と し

た 。 そ れ ぞ れ の 項 目 は B A D L の 項 目 と 同 様 に ス コ ア

化 し 、I A D L 得 点 を 算 出 、最 大 5 点 ～ 最 少 0 点 と し た 。

治 療 中 の 疾 病 に 関 す る 設 問 は 、「 現 在 治 療 中 の 疾 病 を

選 ん で く だ さ い 」と 複 数 の 疾 病 名 か ら 選 択 す る 方 法 と

し 、3 年 後 の 生 存 と 統 計 的 に 有 意 な 関 連 が み ら れ た 肝

臓 病 、糖 尿 病 、 心 臓 病 、脳 血 管 障 害 を 選 択 し た 場 合 に

そ の 疾 病 数 を 治 療 中 疾 病 数 と し 最 大 4 点 ～ 最 少 0 点

と し た 先 行 研 究 を 踏 ま え 、精 神 的 要 因 は 主 観 的 健 康 感

と 生 活 満 足 感 、 元 気 度 を 過 去 と 比 較 す る 3 つ の 選 択

肢 と し た 2 5 ) 。 主 観 的 健 康 感 は 、「 あ な た は 自 分 で 健 康

だ と 思 い ま す か 」と 設 問 し 、「 と て も 健 康 で あ る 」、「 ま
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あ ま あ 健 康 」、「 あ ま り 健 康 で な い 」、「 健 康 で な い 」の

4 つ の 選 択 肢 と し た 。 生 活 満 足 感 は 、「 自 分 の 生 活 に

満 足 し て い ま す か 」と 設 問 し 、昨 年 比 較 健 康 は 「 昨 年

と 比 べ て 元 気 で す か 」 と 設 問 し 、 そ れ ぞ れ 3 つ の 選

択 肢 と し た 。社 会 的 要 因 の 設 問 は 、外 出 頻 度 、近 所 つ

き あ い 、 趣 味 活 動 と し た 。 外 出 頻 度 は 、「 外 出 す る こ

と が ど の く ら い あ り ま す か 」と 設 問 し 、近 所 つ き あ い

は 、「 友 人 や 近 所 の 方 と お つ き あ い を し て い ま す か 」

と し 4 つ の 選 択 肢 と し た 。 趣 味 活 動 は 「 趣 味 活 動 を

積 極 的 に し て い ま す か 」 と し 、 2 つ の 選 択 肢 と し た 。

年 間 収 入 額 は「 去 年 1 年 間 の あ な た 方 ( ご 夫 婦 の 合 計 )

の 収 入 は ど の く ら い で し た か ( 年 金 や 仕 送 り も 含 め ま

す ) 」 と し 、 無 回 答 と 「 答 え た く な い 」 を 含 む 1 3 選 択

肢 と し た 。等 価 収 入 額 を 算 出 す る た め に 、各 選 択 肢 の

中 央 値 を 選 択 肢 の 所 得 と し て 、高 齢 者 世 帯 人 数 の 平 方

根 で 除 し た 。 こ の 等 価 収 入 額 を 1 0 0 万 円 未 満 、 3 0 0

万 円 未 満 、 5 0 0 万 円 未 満 、 5 0 0 万 円 以 上 の 4 区 分 に 再

分 類 し て 解 析 し た 。経 済 満 足 は「 経 済 的 に 満 足 し て い

ま す か 」と 設 問 し 、4 つ の 選 択 肢 と し た 。最 終 学 歴 は 、

「 答 え た く な い 」を 含 む 1 3 選 択 肢 と し 、中 学 校 卒 業 、

高 等 学 校 卒 業 、 短 期 大 学 以 上 卒 業 の 3 群 に 再 分 類 し

た 。 介 護 度 は 2 0 0 4 年 9 月 時 点 の 介 護 認 定 度 と し た 。 

 

2 - 3 ． 倫 理 的 配 慮   

調 査 に 関 す る 個 人 の プ ラ イ バ シ ー 保 護 に つ い て は 、

市 と 大 学 学 長 と の 間 で 協 定 書 を 締 結 し 公 務 員 と し て

の 守 秘 義 務 を 確 認 す る と 共 に 大 学 側 で 扱 う 個 人 情 報

は I D の み と し た 。 調 査 を 実 施 す る 倫 理 審 査 と し て 、

東 京 都 立 大 学・都 市 科 学 研 究 科 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 諾

と 首 都 大 学 東 京 都 市 シ ス テ ム 科 学 専 攻 倫 理 委 員 会 の
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承 諾 を 得 て 実 施 し た 。  

 

2 - 4 ． 分 析 方 法  

 分 析 方 法 は 、就 労 状 態 と 各 要 因 と の 関 連 を 明 ら か に

す る た め に χ 2 検 定 を 性 別 に 行 っ た 。 次 に

K a p l a n - M e i e r 生 存 分 析 を 用 い て 、 就 労 状 態 別 に 累 積

生 存 率 を 明 確 に し た 。 さ ら に C o x 比 例 ハ ザ ー ド モ デ

ル を 用 い て 性 別 、前 期 ・ 後 期 高 齢 者 別 に 各 要 因 の 死 亡

ハ ザ ー ド 比 を 解 析 し た 。 C o x 生 存 分 析 は 、 性 別 、 就 労

状 態 と 各 要 因 と の 関 連 項 目 に つ い て 探 索 的 因 子 分 析

を 行 い 、 身 体 的 要 因 、精 神 的 要 因 、社 会 的 要 因 の 因 子

得 点 を 「 低 位 」、「 中 位 」、「 高 位 」 の 3 群 に 分 け て 分

析 し た 。  

 

 

Ⅲ ． 調 査 結 果   

 分 析 結 果 と し て 、 3 - 1 性 別 ・ 就 労 状 態 別 に み た 対 象

者 の 実 態 、3 - 2 K a p l a n - M e i e r 分 析 に よ る 就 労 状 態 別 に

み た 累 積 生 存 率 、3 - 3 性 別 に み た C o x 比 例 ハ ザ ー ド モ

デ ル に よ る 死 亡 ハ ザ ー ド 比 に つ い て 述 べ る 。  

 

3 - 1 ． 性 別 ・ 就 労 状 態 別 に み た 対 象 者 の 実 態 ( 表 ２ )   

 6 5 ～ 6 9 歳 の 男 性 就 労 群 は 6 3 . 9 ％ 、 女 性 就 労 群 は

6 0 . 1 ％ で あ り 、 就 労 群 の 6 割 が 6 0 歳 台 で あ っ た 。

B A D L 得 点 を み る と 、 3 点 が 就 労 群 、 無 就 労 群 と も

8 0 ％ を 超 え て い た が 、 男 性 就 労 群 で は 9 3 . 1 ％ 、 女 性

就 労 群 8 9 . 5 ％ と 男 女 と も に 無 就 労 群 と 比 べ て 有 意 に

高 か っ た ( P < 0 . 0 0 1 ) 。 I A D L 得 点 も 同 様 に 5 点 が 男 性

就 労 群 8 5 . 2 ％ 、 女 性 就 労 群 9 2 . 7 ％ と 有 意 に 高 か っ た

( P < 0 . 0 0 1 ) 。 主 観 的 健 康 感 が 「 と て も 健 康 で あ る 」 と
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回 答 し た 高 齢 者 は 男 性 就 労 群 3 4 . 2 ％ 、 女 性 就 労 群

3 2 . 2 ％ で あ り 、統 計 上 有 意 な 差 が み ら れ た ( P < 0 . 0 0 1 ) 。

等 価 収 入 額 で は 、 無 就 労 群 は 1 0 0 ～ 3 0 0 万 円 が 男 性

6 1 . 3 ％ 、 女 性 6 0 . 7 ％ で あ っ た 。 就 労 群 で は 、 5 0 0 万

円 以 上 に 男 性 2 6 . 5 ％ 、 女 性 2 3 . 1 ％ を 占 め て い た 。  

学 歴 で は 、短 期 大 学 以 上 卒 業 は 、男 性 就 労 群 5 6 . 4 ％ 、

女 性 就 労 群 2 0 . 6 ％ と 有 意 な 差 が み ら れ た ( P < 0 . 0 0 1 ) 。 

就 労 状 態 は 、 年 齢 、 B A D L 、 I A D L 、 主 観 的 健 康 感 、 外

出 頻 度 、近 所 つ き あ い 、等 価 収 入 額 ( P < 0 . 0 0 1 / P < 0 . 0 0 1   

以 下 / で 男 女 を 示 す ) 、 生 活 満 足 感 、 学 歴

( P < 0 . 0 5 / P < 0 . 0 5 ) 、 経 済 的 満 足 、 地 域 活 動

( P < 0 . 0 5 / P < 0 . 0 0 1 ) と も に 統 計 上 有 意 な 差 が み ら れ た 。

治 療 中 の 疾 病 数 は 男 性 ( P < 0 . 0 5 ) に お い て 、昨 年 比 較 健

康 は 女 性 ( P < 0 . 0 5 ) に の み 有 意 な 差 が み ら れ た 。趣 味 活

動 は 男 女 と も に 有 意 な 差 が み ら れ な か っ た 。就 労 し て

い る 高 齢 者 は 、 B A D L 、 I A D L 得 点 が 高 く 、 主 観 的 健

康 感 が よ く 、近 所 つ き あ い も 頻 繁 に 行 っ て い る 群 が 統

計 上 有 意 に 多 く 、経 済 的 満 足 や 生 活 満 足 感 も 高 か っ た 。 

 

3 - 2 ． K a p l a n - M e i e r 分 析 に よ る 累 積 生 存 率   

 就 労 状 態 別 に み た 3 年 間 の 累 積 生 存 率 を 分 析 す る

と 、「 就 労 群 」 と 「 無 就 労 群 」 の 間 で 生 存 曲 線 の 交 差

は み ら れ な か っ た 。生 存 予 測 と の 因 果 関 係 を 示 唆 す る

量 - 反 応 関 係 ( d o s e - r e s p o n s e  r e l a t i o n s h i p ) が 認 め ら

れ た 。「 就 労 群 」、「 無 就 労 群 」 は 累 積 生 存 が 統 計 上 有

意 に 低 下 す る 傾 向 が み ら れ た 。性 別 に 累 積 生 存 率 を 比

較 す る と 、 男 性 「 就 労 群 」 の 3 年 間 の 生 存 は 3 . 4 ％ 低

下 す る の に 対 し て 、 男 性 「 無 就 労 群 」 で は 5 . 5 ％ 低 下

し て い た 。女 性 の「 就 労 群 」は 1 . 3 ％ で あ り 、女 性「 無

就 労 群 」 は 4 . 1 ％ と 、 男 性 に 比 べ て 女 性 の 生 存 率 が 高
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い こ と が 示 さ れ た ( 図 １ ) 。  

 

3 - 3 ． 生 存 日 数 に 対 す る C o x 比 例 ハ ザ ー ド モ デ ル 解 析   

 3 年 後 の 生 存 を 規 定 す る 要 因 を 総 合 的 に 分 析 す る

た め に C o x 比 例 ハ ザ ー ド モ デ ル を 用 い て 分 析 し た 。

自 分 で は コ ン ト ロ ー ル で き な い 年 齢 を 除 い て 、統 計 学

上 男 女 で 有 意 な 差 が 認 め ら れ な か っ た 趣 味 活 動 を 除

き 、 探 索 的 因 子 分 析 ( 表 3 ) を 用 い て 第 1 因 子 を 身 体 的

要 因 、 第 2 因 子 を 精 神 的 要 因 、 第 3 因 子 を 社 会 的 要

因 に 分 類 し 、 健 康 3 要 因 と 学 歴 、 等 価 収 入 額 、 介 護

状 況 の 有 無 、 就 業 状 態 の 有 無 に つ い て 、 性 別 、 前 期 ・

後 期 高 齢 者 別 に 死 亡 ハ ザ ー ド 比 を 求 め た 。 そ の 結 果 、

前 期 高 齢 者 で は 介 護 状 態 に な い 高 齢 者 に 比 べ 、介 護 状

態 に あ る 高 齢 者 の 死 亡 ハ ザ ー ド 比 は 、 男 性 で は

4 . 3 7 ( P < 0 . 0 5 ) 、女 性 で は 5 . 6 0 ( P < 0 . 0 5 ) で あ っ た 。就 労

に つ い て は 、 男 性 前 期 高 齢 者 に お い て の み 0 . 5 6  

( P < 0 . 0 5 ) と 、就 労 し て い る 高 齢 者 に お け る 生 存 日 数 が

統 計 上 有 意 に 維 持 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。 健 康 3 要

因 で は 、男 性 の 後 期 高 齢 者 に お い て 社 会 経 済 的 要 因 の

因 子 得 点 が 低 位 な 高 齢 者 と 比 べ て 中 位 か ら 高 位 で あ

る 高 齢 者 で 0 . 3 9 ～ 0 . 3 5 ( P < 0 . 0 5 ) と 有 意 な 差 が み ら れ

た 。女 性 前 期 高 齢 者 で は 、精 神 的 要 因 の 因 子 得 点 の 高

位 の 高 齢 者 が 低 位 の 高 齢 者 と 比 べ て 0 . 2 3 ( P < 0 . 0 5 ) で

あ り 、女 性 の 後 期 高 齢 者 で は 身 体 的 要 因 の 因 子 得 点 の

中 位 ～ 高 位 の 高 齢 者 が 0 . 1 2 ～ 0 . 1 1 ( P < 0 . 0 5 ) と 統 計 上

有 意 な 差 が み ら れ た 。  

男 女 と も に 前 期 高 齢 者 に お い て は 、要 介 護 状 態 に あ

る 高 齢 者 ほ ど 死 亡 リ ス ク が 高 く な る 一 方 、就 労 群 が 死

亡 リ ス ク を 抑 制 し て い る 傾 向 が 示 さ れ た 。し か し 、後

期 高 齢 者 で は 、 要 介 護 状 況 や 就 労 と 死 亡 は 影 響 せ ず 、
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男 性 で は 、近 所 つ き あ い や 地 域 活 動 の 社 会 的 要 因 の 因

子 得 点 高 位 群 が 、 女 性 で は B A D L ・ I A D L ・ 外 出 と い

っ た 身 体 的 要 因 の 因 子 得 点 高 位 群 や 社 会 的 要 因 因 子

得 点 高 位 群 が 統 計 上 有 意 に 関 連 す る こ と が 明 ら か に

な っ た 。  

 

 

Ⅳ ． 考 察   

4 - 1 ． 就 労 と 各 要 因 と の 関 連   

 都 市 部 に 居 住 す る 要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 6 5 ～

8 4 歳 ま で の 高 齢 者 に お い て 、 収 入 に つ な が る 就 労 を

し て い る 者 で は 、 B A D L ・ I A D L の 得 点 が 高 く 、 主 観

的 健 康 感 が「 と て も 健 康 で あ る 」と 回 答 し た 割 合 が 高

か っ た 。ま た 、近 所 つ き あ い も 統 計 上 有 意 に 多 い こ と

が 示 さ れ た 。等 価 収 入 額 で は 、 5 0 0 万 円 以 上 の 高 齢 者

が 就 労 群 で 2 0 ％ を 超 え て お り 経 済 的 満 足 や 生 活 満 足

感 も 就 労 群 で 有 意 に 高 か っ た 。一 方 、 男 性 で は 、治 療

中 疾 病 数 に お い て 有 意 な 差 が 認 め ら れ た が 女 性 で は

有 意 な 差 が な か っ た 。昨 年 比 較 健 康 で は 、男 性 に 有 意

な 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 新 開 ら 2 5 ） は 、 秋 田 県 南 外

村 の 基 本 的 A D L と 手 段 的 A D L の 自 立 し て い る 6 5 歳

以 上 の 高 齢 者 を 6 年 間 追 跡 し A D L 自 立 と 障 害 の 状 態

に つ い て 分 析 し た 結 果 、就 労 状 況 ( 働 い て い な い ) と 睡

眠 時 間 ( 8 時 間 以 上 ) 、 飲 酒 ( や め た ) 、 喫 煙 習 慣 ( す う )

が 基 本 A D L や 手 段 的 A D L 障 害 の 発 生 と 有 意 な 関 連 を

認 め 、健 康 度 自 己 評 価 が あ ま り 健 康 で な い ・ 健 康 で な

い こ と が 有 意 な 予 知 因 子 で あ っ た と 報 告 し て い る 。就

業 状 況 と A D L の 障 害 と の 関 連 に つ い て 今 回 都 市 部 に

お け る 調 査 に お い て も 、新 開 ら の 先 行 研 究 が 支 持 さ れ

た 。小 川 ら 2 6） は 、少 な く と も 7 5 歳 位 ま で は 知 的 能 力
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の 安 定 感 が 高 く 、予 備 能 力 も あ り 肉 体 的 ま た 精 神 的 に

も 重 労 働 で な け れ ば 十 分 実 用 レ ベ ル を 維 持 で き る と

し 、 和 田 2 1 )は 高 齢 者 が 短 期 間 労 働 す る こ と で 体 力 と

共 に 知 的 レ ベ ル を 維 持 す る こ と に つ な が り 、健 康 に 好

ま し い こ と を 報 告 し て い る 。今 回 の 調 査 で は 、就 労 群

の 6 0 ％ は 6 5 ～ 6 9 歳 で あ り 、全 国 調 査 と 比 べ て 高 い 値

を 示 し た 。都 市 部 の 高 齢 者 に お い て は B A D L や I A D L

を 維 持 し 、疾 病 治 療 の 少 な い 身 体 的 健 康 状 態 の 高 い こ

と が 就 労 を 継 続 で き る 要 因 に な っ て い る と と も に 、働

く 意 欲 と 能 力 が あ る 就 労 高 齢 者 が 就 労 を し て い る こ

と で 健 康 維 持 が で き て い る と 考 え る 。就 労 状 態 別 に み

た 累 積 生 存 率 は 、 男 女 と も 「 就 労 群 」 に 比 べ 「 無 就 労

群 」 が 有 意 に 低 下 し て い た 。 高 ら 2 2 )  は 前 期 高 齢 者

の 3 年 後 の 累 積 生 存 率 が 男 性 の 無 就 労 群 に お い て

1 0 ％ 低 下 し て い る こ と を 報 告 し て お り 、 今 回 6 5 歳 か

ら 8 4 歳 ま で 対 象 を 拡 大 し た 分 析 に お い て も 男 性 の 無

就 労 高 齢 者 の 累 積 生 存 率 が 就 労 群 に 比 べ て 統 計 学 的

に み て 有 意 に 低 下 す る こ と が 明 ら か に な り 、先 行 研 究

が 支 持 さ れ た 。  

 

4 - 2 ． C o x ハ ザ ー ド モ デ ル に よ る 生 存 日 数 の 総 合 解 析  

 前 期 高 齢 者 で は 、介 護 な し 群 と 比 較 し て 要 介 護 状 態

に あ る 高 齢 者 群 に お い て 死 亡 リ ス ク が 男 性 ( O R , 4 . 3 7 ) 、

女 性 ( O R , 5 . 6 0 ) と 有 意 ( P < 0 . 0 5 ) に 高 か っ た 。 藤 原 ら 2 7）

は 、 未 要 介 護 認 定 在 宅 高 齢 者 を 3 年 4 か 月 追 跡 し 介

護 保 険 認 定 に 関 連 す る 身 体 ・ 心 理 的 要 因 に つ い て 、軽

度 要 介 護 認 定 者 と 重 度 要 介 護 認 定 群 に 分 け て 比 較 し

た 結 果 、 軽 度 要 介 護 認 定 に 関 連 す る 予 知 要 因 と し て 、

年 齢 、歩 行 機 能 低 下 を 、重 度 要 介 護 認 定 で は 高 年 齢 と

手 段 的 自 立 を あ げ て い る 。要 介 護 認 定 者 の 生 存 に つ い
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て 、 長 田 ら 1 2） は 、 同 一 自 治 体 に お け る 一 時 点 の 要 介

護 者 に つ い て 9 年 間 の 要 介 護 度 の 経 年 変 化 を 追 跡 し

た 生 存 率 曲 線 に お い て 要 介 護 度 が 重 度 な ほ ど 下 降 す

る 指 数 曲 線 状 の 形 態 と な り 5 年 後 に 最 大 の 差 が み ら

れ た と 報 告 し て い る 。 井 上 1 3） も 要 介 護 認 定 別 に み た

3 年 後 の 生 存 分 析 の 結 果 、介 護 度 の 重 い 要 介 護 者 で 死

亡 リ ス ク が 大 き い こ と を 示 し て い る 。今 回 要 介 護 認 定

を 受 け て い な い 高 齢 者 の 3 年 後 の 追 跡 調 査 に お い て

も 前 期 高 齢 者 で 要 介 護 状 態 に 変 化 し た 者 の 死 亡 リ ス

ク が 高 く 、こ れ ま で の 先 行 研 究 を 支 持 す る も の で あ る 。 

無 就 労 群 に 対 し て 就 労 群 は 、前 期 男 性 高 高 齢 者 で 死

亡 リ ス ク を 抑 制 す る こ と が 統 計 上 有 意 に 関 連 す る こ

と が 示 さ れ た 。等 価 収 入 額 や 学 歴 に よ る 死 亡 リ ス ク の

差 が 男 女 と も み ら れ な か っ た 。 藤 原 ら 2 7） の 調 査 に お

い て 就 労 と の 関 連 が み ら れ た の は 、男 性 の 要 介 護 認 定

を 受 け て い な い 群 と 重 度 要 介 護 群 の 間 の み で あ り 、吉

井 ら 2 8 ） は 6 5 歳 以 上 で 要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 高

齢 者 の 2 年 間 追 跡 研 究 に お い て 男 性 に の み 高 所 得 層

に 比 べ 低 所 得 層 で 死 亡 が 多 く 有 意 な 差 が み ら れ た と

報 告 し て お り 、 先 行 研 究 を 支 持 す る も の で あ っ た 。  

高 ら 2 3 ） は 加 齢 と と も に 、 無 就 労 群 の 死 亡 ハ ザ ー ド

比 は A D L 得 点 、 治 療 中 疾 病 と 有 意 な 差 が み ら れ た こ

と を 報 告 し て い る 。就 労 を 継 続 し て い く こ と は 定 期 的

な 外 出 の 機 会 が 増 え 規 則 正 し い 生 活 の リ ズ ム を 保 持

す る こ と が 健 康 維 持 に つ な が り 、高 齢 者 の 生 存 を 維 持

さ せ る た め に 就 労 の も つ 意 義 が 大 き い こ と が 今 回 の

調 査 に お い て 示 唆 さ れ た 。  

女 性 の 就 労 に 関 し て は 、前 期 ・ 後 期 と も に 有 意 な 差

が 認 め ら れ な か っ た 。女 性 の 就 労 と 生 存 に 関 連 す る 要

因 に は 、本 研 究 で の 項 目 以 外 の 要 因 が あ る と 推 測 さ れ 、
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就 労 に 関 す る 背 景 を 検 証 で き る 生 活 実 態 を 丁 寧 に 事

例 検 討 し て い く こ と が 課 題 で あ る 。女 性 の 前 期 高 齢 者

で は 、精 神 的 要 因 の 因 子 得 点 の 高 い 群 の 死 亡 リ ス ク が

有 意 に 低 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 中 村 ら 2 9 ） は 全 国

2 0 の 市 町 村 の 6 5 歳 以 上 の 在 宅 高 齢 者 の 主 観 的 健 康 感

と 関 連 す る 因 子 と の 関 連 に お い て 、 有 職 者 、 高 学 歴 、

高 収 入 の 者 で 主 観 的 健 康 感 が 高 い 傾 向 が み ら れ た と

述 べ て い る 。K a p l a n 9 )の 研 究 で は 健 康 が 優 れ て い な い

者 は 優 れ て い る 者 に 比 べ 女 性 で は 死 亡 率 が 5 倍 高 く

な る こ と が 報 告 さ れ て お り 、女 性 の 前 期 高 齢 者 で は 主

観 的 健 康 感 が 健 康 で あ る と 感 じ る ポ ジ テ イ ブ な 意 識

の 高 い 群 が 死 亡 率 を 軽 減 さ せ る と い う 先 行 研 究 と 一

致 し た 。  

 後 期 高 齢 者 で は 、社 会 的 要 因 の 因 子 得 点 の 高 い 群 の

死 亡 リ ス ク が 有 意 に 低 か っ た 。 岡 戸 ら 3 0 ） は 全 国 1 1

市 町 村 在 宅 高 齢 者 の 2 年 後 の 生 存 状 況 に 関 す る 追 跡

調 査 に お い て 、社 会 活 動 レ ベ ル が 高 い 者 と 比 較 し て 低

い 者 の ハ ザ ー ド 比 は 1 . 5 5 ( 9 5 % 信 頼 区 間 1 . 0 7 - 2 . 2 5 ) と

統 計 上 有 意 で あ る と 報 告 し て い る 。岸 ら は 社 会 活 動 へ

の 参 加 が 高 齢 者 の 早 期 死 亡 や 身 体 機 能 低 下 の リ ス ク

を 低 減 す る と 述 べ て お り 1 4 ）、社 会 的 な 関 係 性 を 保 つ こ

と が 生 存 維 持 に つ な が る こ と が 支 持 さ れ た 。後 期 高 齢

者 の 女 性 で は 、身 体 的 要 因 の 因 子 得 点 の 高 い 群 に お い

て 死 亡 リ ス ク が 有 意 に 低 い 。 A D L が 低 下 し て い る 虚

弱 高 齢 者 の 死 亡 率 が 高 い こ と は こ れ ま で も 報 告 さ れ

て お り 3 1 - 3 2 )  後 期 高 齢 者 の 女 性 へ の 支 援 は 、こ れ ま で

の 先 行 研 究 を 支 持 す る も の で あ り 、 B A D L や I A D L の

維 持 が 特 に 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

糸 川 ら 3 3 ） の 研 究 で は 、 男 性 の 農 業 従 事 者 の 割 合 が

高 い 自 治 体 ほ ど 健 康 寿 命 が 長 く 、 徳 山 3 4） は 、 後 期 高
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齢 者 の 行 う 朝 市 活 動 が 自 分 自 身 の 健 康 で 自 立 し た 生

活 の た め に 介 護 予 防 に な る こ と を 報 告 し て お り 、高 齢

に な っ て も 仕 事 が 続 け ら れ る 環 境 が 結 果 的 に 介 護 を

予 防 で き る 可 能 性 を 示 し て い る 。  

本 研 究 で は 、 要 介 護 状 態 に な い 6 5 ～ 8 4 歳 ま で の 都

市 高 齢 者 を 追 跡 す る コ ホ ー ト 研 究 に よ っ て 就 労 と 3

年 後 の 生 存 と の 関 連 を 明 確 に し 、生 存 を 維 持 す る た め

に 就 労 の 意 義 が 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

4 - 4 ． 主 要 な 研 究 課 題  

 本 研 究 に よ り 、要 介 護 状 況 に な い 都 市 部 高 齢 者 の 3

年 後 の 累 積 生 存 率 で は 、無 就 労 群 に お い て 有 意 に 低 下

し 、就 労 の 死 亡 ハ ザ ー ド 比 で は 就 労 と 要 介 護 が 強 く 関

連 し て い た 。男 性 の 無 就 労 高 齢 者 の 累 積 生 存 率 が 低 く 、

就 労 が 死 亡 リ ス ク を 抑 制 す る 可 能 性 が 示 さ れ た 。  

高 齢 者 の 就 労 を 支 え る た め に は 、日 常 生 活 の 中 で 身

体 機 能 を 維 持 さ せ る と と も に 主 観 的 健 康 感 を 高 め 、地

域 活 動 や 近 所 つ き あ い と い っ た 社 会 的 な ネ ッ ト ワ ー

ク を 深 め 、社 会 参 画 を 続 け る 意 義 が 大 き い 可 能 性 が 示

さ れ た 。  

 今 後 、無 就 労 者 の 累 積 生 存 率 に 関 連 す る メ カ ニ ズ ム

に つ い て よ り 明 確 に し 、生 存 の 維 持 に と ど ま ら ず 男 性

の 介 護 状 態 に あ る 高 齢 者 の 介 護 レ ベ ル を 低 下 さ せ な

い 健 康 寿 命 の 延 伸 の た め の 介 護 予 防 活 動 を 都 市 部・農

村 部 の 事 例 を も と に 実 証 的 に 検 証 し て い く こ と が 課

題 で あ る 。  

 ま た 、今 回 の 調 査 で は 自 己 申 告 に よ る も の で 調 査 対

象 者 を 無 作 為 に 抽 出 し た も の で は な い こ と か ら 、外 的

妥 当 性 を 高 め る こ と も 研 究 課 題 で あ る 。さ ら に 、就 労

が 健 康 高 齢 者 か ら 要 介 護 者 へ の 経 年 変 化 や 生 存 、健 康
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寿 命 に ど の よ う に 関 連 す る の か の 総 合 的 な 因 果 構 造

を 明 ら か に す る こ と も 研 究 課 題 で あ る 。  
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表１　性別、年齢階級別にみた調査対象数　2001年時点

65－69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳

男性 1,789 1,046 566 260 3,661

女性 1,753 1,108 781 343 3,985

合計 3,542 2,154 1,347 603 7,646

年齢階級
合計
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表２　性別にみた就労状態と各要因との関連

調査項目 選択肢項目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

65-69歳 568 63.9 1,116 44.2 244 60.1 1,431 43.3

70-74歳 224 25.2 771 29.7 109 26.8 918 27.8

75-79歳 76 8.5 457 17.6 37 9.1 668 20.2

80-84歳 21 2.4 218 8.4 16 3.9 289 8.7

0点 1 0.1 14 0.6 0 0.0 15 0.5

1点 1 0.1 25 1.0 2 0.5 40 1.3

2点 58 6.7 237 9.5 39 10.0 528 17.1

3点 804 93.1 2207 88.9 349 89.5 2501 81.1

0点 3 0.4 30 1.2 1 0.3 44 1.4

1点 3 0.4 41 1.7 1 0.3 40 1.3

2点 6 0.7 37 1.5 2 0.5 52 1.7

3点 20 2.3 78 3.2 7 1.8 90 2.9

4点 94 11.0 289 11.9 18 4.5 218 7.1

5点 728 85.2 1,960 80.5 370 92.7 2,638 85.6

なし 625 70.3 1,705 65.8 318 78.3 2,535 76.7

1つ 223 25.1 732 28.2 79 19.5 659 19.9

2つ 39 4.4 138 5.3 9 2.2 108 3.3

3つ 2 0.2 16 0.6 0 0.0 4 1.1

4つ 0 0.0 1 0.0 0 0.0 0 0.0

とても健康である 301 34.2 607 23.8 128 32.2 653 20.1

まあまあ健康 479 54.4 1,455 57.1 233 58.7 1,914 58.8

あまり健康でない 81 9.2 329 12.9 30 7.6 490 15.0

健康でない 20 12.3 157 6.2 6 1.5 199 6.1

はい 242 27.9 626 24.8 141 35.3 756 23.6

どちらともいえない 497 57.3 1,352 53.6 177 44.3 1,547 48.2

いいえ 128 14.8 544 21.6 81 20.3 906 28.2

はい 567 65.1 1,517 60.3 271 69.1 1,983 61.8

どちらともいえない 210 24.1 715 28.4 97 24.7 867 27.0

いいえ 94 10.8 284 11.3 25 6.4 357 11.1

週３－４回以上 70 8.0 437 17.2 347 88.5 2,559 79.4

月１回以下 805 92.0 2,111 82.8 45 11.5 662 20.6

低群 400 48.8 1,121 48.4 186 51.0 1,559 53.5

高群 419 51.2 1,195 51.6 179 49.0 1,357 46.5

ほとんど毎日 156 19.8 270 12.5 85 23.8 365 13.5

週３－４回 129 16.4 320 14.9 84 23.5 634 23.5

月に１回くらい 216 27.4 570 26.5 93 26.1 869 32.3

めったにしない 287 36.4 994 46.1 95 26.6 830 30.8

よくしている 192 22.2 437 17.6 487 15.8 97 25.0

地域活動 たまにする 120 13.9 324 13.0 372 12.0 61 15.7

ほとんどしていない 553 63.9 1,727 69.4 2,243 72.3 230 59.3

100万円未満 15 1.9 83 3.4 53 4.5 380 13.1

100～300万円未満 339 42.0 1,493 61.3 523 44.9 1,763 60.7

300～500万円未満 240 29.7 664 27.3 321 27.5 587 20.2

500万円以上 214 26.5 195 8.0 269 23.1 174 6.0

満足している 224 25.5 428 16.9 114 28.9 650 20.3

まあまあ満足 374 42.6 1,263 49.8 182 46.1 1,563 48.8

あまり満足していない 179 20.4 544 21.4 56 14.2 570 17.8

満足していない 101 11.5 303 11.9 43 10.9 417 13.0

中学校卒業 143 16.8 476 19.3 81 21.4 751 24.7

高等学校卒業 229 26.8 741 30.3 220 58.0 1,822 59.9

短期大学以上卒業 481 56.4 1,230 50.3 78 20.6 467 15.4

学歴 0.002 0.017

経済的満足 0.001 0.000

0.002 0.000

等価収入額 0.000 0.000

趣味活動 0.829 0.367

近所つきあい 0.000 0.000

生活満足感 0.008 0.019

外出頻度 0.000 0.000

主観的健康感 0.000 0.000

昨年比較健康 0.515 0.003

0.000

治療中疾病数 0.009 0.389

0.000

ＢＡＤＬ得点 0.000 0.000

女性

ｐ値就労群 無就労群 就労群 無就労群

IＡＤＬ得点 0.000

男性

ｐ値

年齢 0.000
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図 １  性 別 、 就 労 状 況 別 に み た ３ 年 後 の 生 存 曲 線  
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表３　観測変数に対する探索的因子分析結果

因子１ 因子２ 因子３

ＢＡＤＬ 0.719 -0.325 -0.109

ＩＡＤＬ 0.644 -0.314 0.181

外出頻度 -0.418 0.246 0.332

主観的健康感 -0.479 0.805 0.243

生活満足感 -0.15 0.356 0.162

治療中疾病数 -0.187 0.315 0.087

昨年比較健康 -0.031 0.244 0.125

近所つきあい -0.173 0.263 0.769

地域活動 -0.175 0.197 0.451

因子累積寄与率 25.923 39.902 52.556

因子抽出法：最尤法

回転法：Kaiserの正規化を伴うプロマックス法

因子負荷量
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HR 95％CI P値 HR 95％CI P値

低位 1.00 1.00

中位 1.03 0.66-1.97 0.937 1.02 0.79-1.59 0.941

高位 0.99 0.35-1.55 0.753 0.99 0.41-1.64 0.994

低位 1.00 1.00

中位 0.90 0.52-1.55 0.703 0.88 0.44-1.78 0.735

高位 1.09 0.54-2.18 0.802 1.40 0.50-3.88 0.514

低位 1.00 1.00

中位 0.71 0.42-1.23 0.473 0.39 1.03-2.10 0.016

高位 0.82 0.43-1.57 0.222 0.35 1.95-4.59 0.032

初等学歴 1.00 1.00

中等学歴 1.27 0.67-204 0.464 1.53 0.73-3.20 0.253

高等学歴 1.20 0.64-2.02 0.568 0.75 0.34-1.16 0.461

100万円未満 1.00 1.00

100～300万円未満 0.54 0.19-1.52 0.245 1.08 0.25-4.65 0.915

300～500万円未満 0.67 0.23-1.97 0.464 0.59 0.11-3.00 0.532

500万円以上 0.42 0.12-1.51 0.186 2.11 0.38-11.55 0.386

なし 1.00 1.00

あり 4.37 1.84-10.32 0.001 1.95 0.85-4.45 0.111

なし 1.00 1.00

あり 0.56 0.32-0.98 0.044 1.03 0.40-2.69 0.940

表４　男性前期・後期高齢者別死亡ハザード比

項目
65-74歳（N=2,835） 75-84歳（N=826)

身体的要因の因子得点

カテゴリー

就業

精神的要因の因子得点

社会的要因の因子得点

学歴

等価所得

介護状態
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表５　女性前期・後期高齢者別死亡ハザード比

HR 95％CI P値 HR 95％CI P値

低位 1.00 1.00

中位 0.96 0.35-2.62 0.937 0.12 0.02-0.61 0.011

高位 0.78 0.18-3.28 0.737 0.11 0.01-0.62 0.013

低位 1.00 1.00

中位 1.02 0.41-2.48 0.969 0.26 0.04-1.42 0.121

高位 0.23 0.05-0.90 0.035 0.73 0.13-3.80 0.706

低位 1.00 1.00

中位 0.60 0.24-1.46 0.258 0.71 0.19-2.65 0.615

高位 1.54 0.51-4.61 0.443 14.74 2.09-103.95 0.007

初等学歴 1.00 1.00

中等学歴 1.57 0.59-4.17 0.363 1.10 0.43-2.79 0.847

高等学歴 1.39 0.41-4.67 0.594 0.70 0.16-2.86 0.616

100万円未満 1.00 1.00

100～300万円未満 0.80 0.29-2.23 0.679 0.80 0.31-2.00 0.633

300～500万円未満 0.75 0.23-2.41 0.635 0.30 0.03-2.59 0.274

500万円以上 0.27 0.03-2.45 0.246 0.00 0.00 0.987

なし 1.00 1.00

あり 5.60 2.00-15.69 0.001 2.73 0.97-7.68 0.057

なし 1.00 1.00

あり 0.752 0.22-2.51 0.643 0.00 0.00 0.987
就業

身体的要因の因子得点

精神的要因の因子得点

社会的要因の因子得点

学歴

等価所得

介護状態

項目
65-74歳（N=2,861） 75-84歳（N=1,124）

カテゴリー
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【 A b s t r a c t】  

O b j e c t i v e s :   

Th e  a i m o f  th i s  s tu d y  w a s  to  c l a r i f y  th e  r e l a t i on sh i p  

b e t w e en  th e  th r e e - y e a r  cu mu l a t i v e  su rv i v a l  ra t e  a c c o r d i n g  

t o  j o b  a n d  i n c o m e  ,  a n d  th e  o th er  f a c to r s  r e l a t ed  t o  

cu mu l a t i v e  su r v i v a l  ra t e  i n  u r b a n  d w e l l e r s  a g e  

6 5 - 8 4 y e a rs .  

M e t h od :   

A se l f - r ep o r te d  q u es t i on n a i re  w a s  a d m i n i s t e re d  t o  

su b u r b a n  d w e l l e rs  a g e d  6 5  o r  m o re  i n  a  c i ty  i n  S e p te m b e r  

2 0 0 1 .  A t o ta l  o f  1 3 , 9 1 5  q u e s t i on n a i re s  w er e  r e tu rn ed ,  

y i e l d i n g  a  r e sp on se  r a te  o f  8 0 . 2 % .  A f o l l o w - u p  s u r v ey  

i n c l u d i n g  7 , 6 4 6  p a r t i c i p a n t s  a g ed  6 5 - 8 4  w i th ou t  l o n g - t e r m  

ca r e  n ee d s  a t  th e  b a s e l i n e  su rv ey  w a s  c on d u c t e d  i n  

S ep t e mb e r  2 0 0 4 .  A f o l l ow - u p  s u rv ey  w a s  c a r r i ed  ou t  i n  

S ep t e mb e r,  2 0 0 7  w i th  a n  i t e m a b ou t  su r v i v a l  s ta t u s .  

R e su l t s :   

Th e  cu mu l a t i v e  su rv i v a l  ra t e  w a s  f ou n d  t o  b e  s i g n i f i ca n t l y  

l o w e r  a m on g  n o n - w o rk i n g  e l d er l y  th a n  a m on g  th o se  

w o rk i n g  w i th  i n c o m e .   

Co x ’s  p r op o r t i on a l  h a z a rd s  re g re s s i on  m od e l  w a s  u s ed  to  

e s t i ma t e  th e  h a z a rd  ra t e  f o r  to t a l  m o r ta l i t y.  

Th e  a n a l y s i s  u s i n g  t h e  h a za rd s  re g re s s i on  m o d e l  sh o w e d  

th e  f o l l o w i n g :  Th e  h a za rd  r a t e  f o r  m en  a g e  o f  6 5 - 7 4  y ea r s  

o l d  w o rk i n g  d w e l l e r s   w a s  0 . 5 6 ( p < 0 . 0 5 )  f o r  n on - w o r k i n g  

d w e l l e r s .  

 Th e  h a z a rd  r a t e  f o r  l on g - te r m - n u r s i n g  c a re  w a s  m en  4 . 3 7  

( p <0 . 0 5 ) a n d  w o men 5 . 6 0 ( p <0 . 0 5 ) f o r  o n - l on g - te r m - n u r s i n g  

ca r e .  

C o n c l u s i on s :    
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We f o u n d  th a t  mo r t a l i ty  w a s  c o r r e c l a te d  w i th  w o rk i n g  

s ta t u s  a n d  l on g - te r m  ca r e .   

Fu r th e r  s tu d y  i s  n e ed s  h ow  w e  c o u l d  a t t a i n  a  h i g h  e x t e r n a l  

v a l i d i t y.  

  

【 K e y  Wo rd】  
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H a z a rd s  r eg r e ss i on  m od e l   

 

 

 


